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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】簡易に庫内温度のバラツキを抑えることができ
る保冷庫を提供する。
【解決手段】断熱箱体によって囲まれた直方体の保冷室
１６ｂを庫内に形成した保冷庫１０であって、庫内の内
面のうち、天面及び背面のみに蓄冷部２０を配置してい
る。なお、天面に配置された蓄冷材の庫内側の表面積は
、５５％以上、８０％未満であることが好ましい。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　断熱箱体によって囲まれた直方体の保冷室を庫内に形成した保冷庫であって、
　前記庫内の内面のうち、天面及び背面のみに蓄冷材を配置したことを特徴とする保冷庫
。
【請求項２】
　断熱箱体によって囲まれた直方体の保冷室を庫内に形成した保冷庫であって、
　一面が前記庫内側に露出して固定される伝熱板と、
　前記伝熱板に密着し、前記庫内を冷却する蓄冷材と、
　前記蓄冷材を冷却する冷却配管と、
　前記蓄冷材と前記冷却配管との間に配置され、前記蓄冷材と前記冷却配管とを熱的に接
触させる伝熱シートと、
　前記冷却配管を前記庫内側に押圧する押圧平板と、
　前記押圧平板側が開口して前記伝熱板を固定する断熱部材と、
　を備え、
　前記断熱部材を金型として前記押圧平板の庫外側に充填した発泡樹脂材を発泡して前記
押圧平板を庫内側に押圧し、前記伝熱シートを介して前記冷却配管を前記蓄冷材内に埋め
込んだ蓄冷部を前記庫内の内面のうち、天面及び背面のみに配置したことを特徴とする保
冷庫。
【請求項３】
　断熱箱体によって囲まれた直方体の保冷室を庫内に形成した保冷庫であって、
　一面が前記庫内側に露出して固定される伝熱板と、
　前記伝熱板に密着し、伝熱袋で包装されて前記庫内を冷却する蓄冷材と、
　前記蓄冷材を冷却する冷却配管と、
　前記冷却配管を前記庫内側に押圧する押圧平板と、
　前記押圧平板側が開口して前記伝熱板を固定する断熱部材と、
　を備え、
　前記断熱部材を金型として前記押圧平板の庫外側に充填した発泡樹脂材を発泡して前記
押圧平板を庫内側に押圧し、前記冷却配管を前記蓄冷材内に埋め込んだ蓄冷部を前記庫内
の内面のうち、天面及び背面のみに配置したことを特徴とする保冷庫。
【請求項４】
　前記押圧平板と前記断熱部材との間に、硬質の断熱樹脂で形成されたスペーサを設けた
ことを特徴とする請求項２または３に記載の保冷庫。
【請求項５】
　前記発泡樹脂材は発泡ウレタンであることを特徴とする請求項２～４のいずれか一つに
記載の保冷庫。
【請求項６】
　下部に冷凍ユニットを配置し、前記冷却配管は蒸発器配管であることを特徴とする請求
項２～５のいずれか一つに記載の保冷庫。
【請求項７】
　前記天面に配置された蓄冷材の前記庫内側の表面積は、５５％以上、８０％未満である
ことを特徴とする請求項１～６のいずれか一つに記載の保冷庫。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、庫内温度のバラツキを抑えることができる保冷庫に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、生鮮食品等、冷蔵や冷凍が必要な物品の輸送に用いられる保冷庫（保冷コンテナ
）としては、保冷庫本体と、庫内を熱媒体により冷却する熱交換器と、この熱交換器から
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庫外の熱源機に亘り熱媒体を流動させる着脱自在な接続手段とを備えた可動式の保冷庫が
ある（特許文献１参照）。これによって、保冷庫内の収納スペースを広くすることができ
るとともに、軽量化を図ることができる。
【０００３】
　一方、特許文献２には、蓄冷剤及び冷凍機を備えた蓄冷型保冷庫が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１５－０１７７５７号公報
【特許文献２】特開２００２－１６２１４７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、保冷庫の内箱（伝熱板）裏面に蓄冷材を取り付け、内箱表面と庫内空気とを
自然対流によって熱交換する構造の保冷庫は、蓄冷材の潜熱を利用することで長時間、庫
内温度を低温に保つことが可能である。しかしながら、時間の経過とともに、外気との温
度差の影響で庫内温度にバラツキ、例えば庫内の上部と下部との温度差が生じてしまう。
【０００６】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、簡易に庫内温度のバラツキを抑えるこ
とができる保冷庫を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明にかかる保冷庫は、断熱箱体に
よって囲まれた直方体の保冷室を庫内に形成した保冷庫であって、前記庫内の内面のうち
、天面及び背面のみに蓄冷材を配置したことを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明にかかる保冷庫は、断熱箱体によって囲まれた直方体の保冷室を庫内に形
成した保冷庫であって、一面が前記庫内側に露出して固定される伝熱板と、前記伝熱板に
密着し、前記庫内を冷却する蓄冷材と、前記蓄冷材を冷却する冷却配管と、前記蓄冷材と
前記冷却配管との間に配置され、前記蓄冷材と前記冷却配管とを熱的に接触させる伝熱シ
ートと、前記冷却配管を前記庫内側に押圧する押圧平板と、前記押圧平板側が開口して前
記伝熱板を固定する断熱部材と、を備え、前記断熱部材を金型として前記押圧平板の庫外
側に充填した発泡樹脂材を発泡して前記押圧平板を庫内側に押圧し、前記伝熱シートを介
して前記冷却配管を前記蓄冷材内に埋め込んだ蓄冷部を前記庫内の内面のうち、天面及び
背面のみに配置したことを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明にかかる保冷庫は、断熱箱体によって囲まれた直方体の保冷室を庫内に形
成した保冷庫であって、一面が前記庫内側に露出して固定される伝熱板と、前記伝熱板に
密着し、伝熱袋で包装されて前記庫内を冷却する蓄冷材と、前記蓄冷材を冷却する冷却配
管と、前記冷却配管を前記庫内側に押圧する押圧平板と、前記押圧平板側が開口して前記
伝熱板を固定する断熱部材と、を備え、前記断熱部材を金型として前記押圧平板の庫外側
に充填した発泡樹脂材を発泡して前記押圧平板を庫内側に押圧し、前記冷却配管を前記蓄
冷材内に埋め込んだ蓄冷部を前記庫内の内面のうち、天面及び背面のみに配置したことを
特徴とする。
【００１０】
　また、本発明にかかる保冷庫は、上記の発明において、前記押圧平板と前記断熱部材と
の間に、硬質の断熱樹脂で形成されたスペーサを設けたことを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明にかかる保冷庫は、上記の発明において、前記発泡樹脂材は発泡ウレタン
であることを特徴とする。
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【００１２】
　また、本発明にかかる保冷庫は、上記の発明において、下部に冷凍ユニットを配置し、
前記冷却配管は蒸発器配管であることを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明にかかる保冷庫は、上記の発明において、前記天面に配置された蓄冷材の
前記庫内側の表面積は、５５％以上、８０％未満であることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、庫内の内面のうち、天面及び背面のみに蓄冷材を配置するのみで、庫
内に一方向の循環流が生じるので、簡易に庫内温度のバラツキを抑えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】図１は、本発明の実施の形態に係る保冷庫の外観構成を示す斜視図である。
【図２】図２は、図１に示した背壁部の断面構成を示す図である。
【図３】図３は、図１に示した背壁部の製造を説明する説明図である。
【図４】図４は、図１に示した背壁部の変形例の断面構成を示す図である。
【図５】図５は、天面及び背面のみに蓄冷部を配置した状態とその状態における循環流を
示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、添付図面を参照してこの発明を実施するための形態について説明する。
【００１７】
　図１は、本発明の実施の形態に係る保冷庫１０の外観構成を示す斜視図である。また、
図２は、図１に示した背壁部１６ｄの断面構成を示す図である。保冷庫１０は、生鮮食品
等、冷蔵や冷凍が必要な物品の輸送に用いられる保冷庫であり、庫内温度を一定に保持し
つつ、トラック等による輸送が可能となっている。
【００１８】
　図１に示すように、保冷庫１０は、冷凍機ユニット１１上に保冷庫本体１６が配置され
る。冷凍機ユニット１１の下面四隅には、自在キャスター２２が取り付けられており、保
冷庫１０を容易に移動させることができる。
【００１９】
　保冷庫本体１６は、断熱箱体によって囲まれた直方体の保冷室１６ｂを庫内に形成して
いる。保冷室１６ｂは、天壁部１６ｃ、背壁部１６ｄ、左右の側壁部１６ｅ，１６ｅ、及
び底壁部１６ｆによって画成されている。保冷室１６ｂは、壁部が設けられていない前面
開口１６ａが開閉扉１８で開閉され、この前面開口１６ａから物品が出し入れされる。
【００２０】
　図２に示すように、背壁部１６ｄには、庫外側（外側）から庫内側（内側）に向かって
順に、断熱部材としての真空断熱材３４、断熱機能を有する発泡樹脂３３あるいは硬質の
発砲樹脂であるスペーサ３２、押圧平板３１が配置される。押圧平板３１の内側に蓄冷部
２０が配置される。
【００２１】
　蓄冷部２０は、押圧平板３１側で、伝熱シート１４を介して蒸発器配管１５が埋め込ま
れた蓄冷材１３が配置される。さらに蓄冷材１３の内側には、伝熱板１２が蓄冷材１３に
密着して配置され、一面が保冷室１６ｂに露出している。
【００２２】
　背壁部１６ｄの端部には、伝熱板１２と真空断熱材３４とを固定する断熱部材３５が配
置される。
【００２３】
　蒸発器配管１５は、冷凍機ユニット１１の冷凍回路に配管接続される。図示しない冷凍
回路は、冷凍サイクルのうちの蒸発器以外のポンプ、凝縮器などを有するとともに、制御
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部を有する。制御部は、保冷室１６ｂ内に設けた図示しない温度センサが検出する温度を
もとに、ポンプなどの冷凍回路を駆動して蓄冷材１３を冷却する保冷制御を行う。
【００２４】
　すなわち、蒸発器配管１５内に冷却された冷媒が流れると、伝熱シート１４を介して蓄
冷材１３が冷却される。そして、蓄冷材１３は、伝熱板１２を介して保冷室１６ｂを冷却
する。なお、蓄冷材１３の外側は、断熱材で形成されているため、主として、蓄冷材１３
の吸熱は保冷室１６ｂ側に対して行われることになる。
【００２５】
　なお、蓄冷部２０は、天壁部１６ｃ、背壁部１６ｄ、左右の側壁部１６ｅ，１６ｅの内
側に設けられる。なお、蓄冷部２０は、天壁部１６ｃ、背壁部１６ｄのみに設けても良い
。蓄冷部２０は、天壁部１６ｃ、背壁部１６ｄ、左右の側壁部１６ｅ，１６ｅの内の１以
上の内側に設けてよい。なお、その他の底壁部１６ｆ、開閉扉１８は、蓄冷部２０の配置
に替えて、真空断熱材を配置することが好ましい。
【００２６】
　上述した伝熱板１２は、例えばアルミニウムで形成される。蓄冷材１３は、例えば、ポ
リエチレンの袋に水及びゲル化剤等を封入した公知のものを用いればよい。伝熱シート１
４は、例えば、アクリル系熱伝導シートである。蒸発器配管１５は、例えば、銅管である
。押圧平板３１は、例えば、プラスチック板であり、具体的には硬質のポリ塩化ビニル板
である。スペーサ３２及び断熱部材３５は、例えば、硬質の発泡ポリエチレンである。真
空断熱材３４は、例えば、芯材をラミネートフィルムによって被覆し、内部を真空状態に
減圧して封止した公知のものを用いればよい。発泡樹脂３３は、例えば、発泡ウレタンで
ある。
【００２７】
［蓄冷部の製造］
　ここで、図２及び図３を参照して蓄冷部２０の製造について説明する。図３に示すよう
に、まず、伝熱板１２を断熱部材３５に取り付ける。その後、伝熱板１２の外側に蓄冷材
１３を密着配置する。さらに、蓄冷材１３の外側を伝熱シート１４で覆い、伝熱シート１
４の外側に蒸発器配管１５を配置する。
【００２８】
　その後、蒸発器配管１５の外側から押圧平板３１を押圧して伝熱シート１４とともに蒸
発器配管１５を蓄冷材１３に食い込ませる。その後、押圧平板３１の外側に複数のスペー
サ３２を介在させて、真空断熱材３４を断熱部材３５に取り付ける。
【００２９】
　この状態では、図２に示すように、真空断熱材３４と断熱部材３５と押圧平板３１とに
よって囲まれた閉空間領域Ｅが形成される。そして、閉空間領域Ｅに発泡樹脂３３を充填
する。発泡樹脂材３３を加熱することによって発泡樹脂材３３は膨張する。この膨張に伴
って、発砲樹脂材３３は、真空断熱材３４と断熱部材３５とが形成する凹部を金型として
押圧平板３１を内側に押圧する。すなわち、押圧平板３１は、均一かつ大きな押圧力で蒸
発器配管１５をさらに内側に押圧し、蒸発器配管１５を蓄冷材１３内に埋め込む。この埋
め込みに伴って、蓄冷材１３及び伝熱シート１４は、蒸発器配管１５の外側にも食い込み
、蒸発器配管１５は、伝熱シート１４を介した蓄冷材１３との接触面積が大きくなるとと
もに、蒸発器配管１５と蓄冷材１３との間の空気を追い出す。
【００３０】
　その後、発砲樹脂材３３が固まることによって、蒸発器配管１５と蓄冷材１３との接触
状態は維持される。
【００３１】
　本実施の形態では、蓄冷部２０の製造に際し、アルミテープや両面テープを用いた密着
作業を行うことがなく、容易に熱交換効率が高い蓄冷部２０を製造することができる。ま
た、蓄冷材１３は、伝熱シート１４を用いて蒸発器配管１５と密着するので、アルミパッ
ク製でなくてもよく、例えばポリエチレン製の袋に収容された安価なものを用いることが
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できる。
【００３２】
［蓄冷部の変形例］
　なお、上述した蓄冷材１３に替えてアルミパック製の蓄冷材１３を用いてもよい。図４
に示すように、アルミパック製の蓄冷材１３は、アルミパック自体が伝熱シート１４に対
応する伝熱シート４４として機能する。したがって、アルミパック製の蓄冷材１３を外側
から直接、蒸発器配管１５を押圧平板３１によって押圧すればよい。
【００３３】
［蓄冷部の配置］
　蓄冷部２０は、庫内の内面のうち、天面及び背面のみに設けることが好ましい。図５に
示すように、蓄冷部２０は、天壁部１６ｃの内面である天面、及び背壁部１６ｄの内面で
ある背面のみに設けられる。これによって、庫内で非対称の温度差が生じて循環流が生じ
る。図５では、前面側に上昇気流が生じ、天面側では、前面側から背面側への気流が生じ
、背面側に下降気流が生じ、底面側では、背面側から前面側への気流が生じる。すなわち
、一方向（図５上、時計回り方向）の循環流が生じる。これによって、庫内の空気は均一
に拡散されて、庫内温度のバラツキを抑えることができる。
【００３４】
　なお、背面に替えて一方の側面に蓄熱部２０を設けることも考えられる。しかし、この
場合、開閉扉１８側は外気の温度による影響が大きいにもかかわらず、天面、側面、底面
、側面、天面の順に循環する循環流は、前面と背面との温度差を解消しづらく、天面、背
面、底面、前面、天面の順に循環する循環流を発生させた方が庫内温度のバラツキを抑え
ることができる。
【００３５】
　また、天面に配置された蓄冷材１３の庫内側の表面積は、５５％以上であることが好ま
しい。天面に配置される蓄冷材１３の量は少ないにもかかわらず、天面に配置された蓄冷
材１３の表面積が５５％未満で小さくなると、天面での冷却能力が落ち、一方向の循環流
が生じにくくなり、庫内温度のバラツキが発生しやすくなるからである。
【００３６】
　一方、天面に配置された蓄冷材１３の表面積が８０％以上となると、天面における蓄冷
材１３の量が増えて冷却容量が大きくなり、保冷時間を長くすることができる。しかし、
保冷庫１０は、天面における蓄冷材１３の量が大きいと、重心が鉛直上方に移動し、転倒
しやすくなる。また、保冷庫１０の運搬もしにくくなる。したがって、天面に配置された
蓄冷材１３の表面積が８０％未満であることが好ましい。
【００３７】
　上述した実施の形態において、ＧＰＳセンサや通信機能を設け、外部の管理サーバに接
続して保冷庫１０の流通管理、温度管理を行うようにしてもよい。
【００３８】
　また、保冷庫１０は、蒸発器配管１５を配置せず、蓄冷材１３のみでもよい。すなわち
、蓄冷材１３は、蒸発器配管１５と一体化しておらず、外部で冷却される交換可能なもの
であってもよい。
【００３９】
　さらに、冷凍機ユニット１１は、保冷庫本体１６と一体化せず、外部に設けてもよい。
この場合、蓄冷材１３の冷却時には、外部の冷凍機ユニットに配管接続され、外部の冷凍
機ユニットから冷媒を循環させる。
【００４０】
　また、保冷室１６ｂ内に保冷室１６ｂを上下方向に区画する区画板を配置するための係
止部やガイドを設けるようにしてもよい。
【００４１】
　なお、上述した実施の形態では、庫内を冷却する保冷庫を例に挙げたが、加熱を含めて
庫内を一定温度状態に保つ蓄熱庫であってもよい。
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【符号の説明】
【００４２】
　１０　保冷庫
　１１　冷凍機ユニット
　１２　伝熱板
　１３　蓄冷材
　１４，４４　伝熱シート
　１５　蒸発器配管
　１６　保冷庫本体
　１６ａ　前面開口
　１６ｂ　保冷室
　１６ｃ　天壁部
　１６ｄ　背壁部
　１６ｅ　側壁部
　１６ｆ　底壁部
　１８　開閉扉
　２０　蓄冷部
　２２　自在キャスター
　３１　押圧平板
　３２　スペーサ
　３３　発泡樹脂
　３４　真空断熱材
　３５　断熱部材

【図１】 【図２】
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